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　 5 月 1 日は、日本赤十字社の前身である「博愛社」が創設された日です。また、 5 月 8 日の

「世界赤十字デー」は、赤十字の創始者であるアンリー・デュナンの誕生の日です。こうした歴史

的な日のある 5 月を毎年「赤十字運動月間」として、赤十字の理念や活動へのご理解とご協力を

呼び掛けています。

　日本赤十字社は、国内災害救護、国際活動、救急法などの講習、赤十字ボランティア（赤十字

奉仕団）、青少年赤十字、看護師などの教育、医療事業、血液事業、健康管理事業など幅広い活動を

展開しており、大田市地区においても、日常生活に必要な応急手当などを学んでいただく救急法

など講習会への講師派遣や、災害への見舞い等年間を通してさまざまな活動を行っております。

　これらの赤十字の活動は、皆様方が日本赤十字社の会員に加入して納めていただく赤十字の

活動資金である「会費」と「寄付金」に

よって支えられています。

　どうか、一人でも多くの方に赤十字の

活動をご理解いただき、会員募集にご協力

賜りますようお願い申し上げます。

～
あ
な
た
の
心
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
～

赤
十
字
運
動
月
間

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す

　昨年度、日本赤十字社島根県支部大田市地区
へ皆さまからお寄せいただいた会費総額は、
7,327,746円（一般6,976,746円・法人351,000円）
となりました。ご協力大変ありがとうござい
ました。



社協だより 第99号 2022.4（２）

【
情
勢
認
識
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
、
新
た
な

変
異
株
の
続
出
に
よ
り
終
息
の
見
込
み
は
立
ち

に
く
く
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
下
で
の
社
会

経
済
活
動
を
進
め
て
い
く
事
態
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
い
て
、
収
入
減

少
に
よ
る
生
活
困
窮
世
帯
の
増
加
、
「
孤
独
・

孤
立
」
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
中
で
の
自
死

の
増
加
、
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
件
数
の
増
加
な
ど
様
々

な
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
抱
え
た
人
々
の
状
況
は

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
多
様
な
主
体
が
参

画
し
地
域
を
創
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現

と
「
第
３
次
大
田
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福

祉
活
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
分
断

さ
れ
た
地
域
福
祉
活
動
を
再
編
す
る
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
展
開
や

激
増
す
る
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
抱
え
た
人
々
へ

の
伴
走
型
支
援
の
強
化
な
ど
、
断
ら
な
い
相
談

支
援
体
制
の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
孤
独
・
孤
立
」
を
感
じ
る
人
々
の

存
在
に
気
づ
き
、
そ
の
人
々
と
つ
な
が
り
続
け

る
こ
と
を
目
指
し
た
伴
走
型
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

活
動
を
展
開
し
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
を
通
じ

て
、
人
々
が
参
加
し
、「
支
え
ら
れ
た
り
、
支
え

た
り
」
と
い
っ
た
互
助
の
関
係
性
が
生
ま
れ
る

地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
権
利
擁
護
支
援
が
必
要
な
人
々
も

含
め
た
地
域
に
暮
ら
す
全
て
の
人
が
、
尊
厳
あ

る
本
人
ら
し
い
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
、

「
意
思
決
定
支
援
」を
重
視
し
た
権
利
擁
護
支
援

の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
づ
く
り
を
協
働
し
て
進
め
る

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
区
協
議
体
、
自
治

会
や
単
位
民
生
児
童
委
員
協
議
会
な
ど
と
の

一
層
の
連
携
強
化
と
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
に

よ
る
新
た
な
社
会
資
源
の
創
設
な
ど
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　【
基
本
理
念
】

 

「
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
”暮

ら
し

“
を
つ
く
る
」

　【
基
本
方
針
】

１
．
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の
推
進

　

地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
お
い
て
は
、
住
民

の
支
え
あ
い
意
識
の
醸
成
や
参
加
促
進
、
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
な
ど
「
人
づ
く
り
」
が
重
要
で
す
。

地
域
で
暮
ら
す
人
々
が
お
互
い
を
尊
重
し
、
思

い
や
り
の
心
を
育
む
福
祉
教
育
の
取
り
組
み
を

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
存

在
で
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
を
地
域

の
拠
点
と
し
て
、
地
区
社
協
な
ど
の
組
織
と
の

連
携
強
化
に
よ
り
地
域
福
祉
活
動
の
発
展
と
充

実
を
図
り
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
民
間
企
業
や
社
会
福
祉
法
人
等
が
協

働
し
地
域
で
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
や
社
会
貢

献
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

２
．
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築

　

地
域
の
多
様
な
人
と
資
源
が
、
世
代
や
分
野

を
超
え
て
つ
な
が
り
、
地
域
社
会
を
共
に
創
っ

て
い
く
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
及
び
地
域

福
祉
の
推
進
と
地
域
生
活
課
題
に
対
す
る
支
援

体
制
の
構
築
に
必
要
な
環
境
づ
く
り
を
一
体
的

か
つ
重
層
的
に
整
備
を
進
め
る
「
包
括
的
な
支

援
体
制
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
．
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

　

支
援
や
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
権
利
擁
護
の
取
組
み
の
充
実
や

必
要
な
情
報
を
分
か
り
や
す
く
提
供
・
発
信

し
、気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

４
．
生
活
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
み
の
推
進

　

子
ど
も
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
の
生
活
課
題

の
解
決
に
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

が
連
携
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
必

要
な
情
報
を
効
果
的
に
発
信
し
な
が
ら
、
孤
立

を
防
ぐ
た
め
の
地
域
と
の
つ
な
が
り
や
仲
間
づ

く
り
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
困
窮
者
の
自
立
へ
向
け
た
支
援

や
再
犯
防
止
対
策
、
ひ
き
こ
も
り
や
自
死
対
策

な
ど
、
個
人
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
社
会

的
な
取
組
み
と
し
て
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で

生
活
が
送
れ
る
よ
う
健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

５
．
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

　

ま
ち
づ
く
り

　

住
環
境
の
整
備
や
、
買
物
・
通
院
な
ど
の
移

動
手
段
の
確
保
は
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
生

活
の
基
本
で
あ
り
、
住
宅
・
市
内
交
通
担
当
部

局
と
の
連
携
に
よ
る
福
祉
的
な
支
援
を
必
要
と

す
る
方
へ
の
住
ま
い
の
確
保
や
移
動
支
援
、
交

通
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
島
根
県
西
部
地
震
に
よ
る
生
活
へ
の

影
響
は
未
だ
残
っ
て
お
り
、
継
続
し
て
支
援
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
中
で
日
頃
か

ら
見
守
り
合
い
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
防
災
と
防
犯
の
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
経
営
方
針
】

（１）
適
切
な
法
人
経
営

　

◇
理
事
会
、
評
議
員
会
、
監
査
会
、
評
議
員

　
　

選
任
・
解
任
委
員
会
の
開
催

　

◇
苦
情
解
決
の
た
め
の
第
三
者
委
員
の
設
置

　

◇
リ
ス
ク
管
理
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関

　
　

す
る
管
理
体
制
の
整
備

　

◇
財
務
運
営
・
管
理

　

◇
働
き
方
改
革
の
推
進
等
の
労
務
管
理

　

◇
所
轄
庁
へ
の
届
出
や
対
外
的
な
法
的
対
応

（２）
財
源
の
確
保

　

◇
会
員
制
度
の
周
知
と
会
員
拡
大

　

◇
民
間
助
成
金
な
ど
の
積
極
的
活
用

（３）
そ
の
他

　

◇
組
織
横
断
的
な
事
業
推
進
体
制
の
構
築

　

◇
職
員
の
専
門
性
向
上
と
資
格
取
得
促
進

　

◇
八
市
社
協
会
へ
の
参
画

　

◇
中
四
国
都
市
社
協
連
絡
協
議
会
へ
の
参
画

　

◇
大
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

　

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
受
託
検
討
協
議 

新

【
実
施
事
業
】

（１）
交
流
と
参
加
に
よ
る
福
祉
教
育
・
学
習
の
推
進

　

◇
福
祉
教
育
推
進
事
業

　

◇
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
等
貸
出
事
業

（２）
支
え
あ
い
意
識
の
啓
発
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

　

育
成
・
参
加
促
進

　

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の

　
　

運
営　

　

◇
地
域
福
祉
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業

　

◇
緩
和
ケ
ア
啓
発
事
業
へ
の
助
成
・
支
援

　

◇
民
間
助
成
事
業
（
愛
の
と
も
し
び
募
金
等
）

　
　

に
関
す
る
情
報
提
供

（３）
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
地
区

　

社
協
な
ど
の
地
域
組
織
活
動
の
充
実

　

◇
地
区
社
協
連
絡
会
及
び
情
報
交
換
会
の
開
催

　

◇
小
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
支
援
事
業 

新

　

◇
地
区
社
協
活
動
支
援
事
業

　

◇
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　

◇
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
支
援

　

◇
福
祉
バ
ス
運
行
事
業

（４）
地
域
の
居
場
所
づ
く
り

　

◇
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

　

◇
地
域
さ
さ
え
あ
い
活
動
応
援
助
成
事
業 

新

　

◇
参
加
支
援
事
業

　

◇
地
域
づ
く
り
事
業

　

◇
食
を
起
点
と
し
た
つ
な
が
り
づ
く
り
事
業 

　

 

「
こ
ね
く
と
食
堂
」
新

　

◇
青
少
年
の
居
場
所 

ゆ
き
み
ー
る
運
営
等

　
　

検
討
会
へ
の
参
画

（５）
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
人
材
の
育
成

　

◇
地
域
研
修
及
び
地
域
福
祉
研
修
会
の
実
施

　

◇
講
師
等
派
遣
事
業

　

◇
福
祉
委
員
活
動
推
進
事
業

（６）
民
間
企
業
・
団
体
や
社
会
福
祉
法
人
と
の
協

　

働
と
地
域
貢
献
の
促
進

　

◇
社
会
福
祉
法
人
地
域
公
益
活
動
推
進
事
業

（７）
寄
附
文
化
の
醸
成

　

◇
地
域
福
祉
活
動
を
支
え
る
寄
附
の
受
付

　

◇
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
推
進

（８）
要
配
慮
者
支
援
へ
向
け
た
地
域
で
の
体
制
づ

　

く
り

　

◇
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
に

　
　

基
づ
く
連
携

　

◇
こ
こ
ろ
の
た
よ
り
発
送
事
業

事
業
計
画

事
業
計
画

事
業
計
画

令
和
４
年
度
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（９）
人
権
施
策
の
推
進

　

◇
役
職
員
の
人
権
研
修
の
実
施

　

◇
大
田
市
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
審
議
会

　
　

へ
の
参
画

　

◇
大
田
圏
域
女
性
に
対
す
る
暴
力
対
策
関
係

　
　

機
関
連
絡
会
へ
の
参
画

（10）
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

　

◇
関
係
機
関
と
連
携
し
た
相
談
体
制
の
整
備

　
　

と
情
報
提
供

　

◇
在
住
外
国
人
共
生
市
民
の
会
へ
の
参
画

　

◇
大
田
市
多
文
化
共
生
推
進
計
画
の
推
進

（11）
分
野
を
超
え
た
相
談
支
援
体
制
の
構
築

　

◇
相
談
支
援
体
制
づ
く
り

　

◇
大
田
市
地
域
ケ
ア
会
議
へ
の
参
画

（12）
重
層
的
な
支
援
体
制
の
整
備

　

◇
多
機
関
協
働
事
業

　

◇
重
層
的
支
援
会
議
の
開
催

　

◇
大
田
市
地
域
福
祉
推
進
支
援
機
関
実
務
者

　
　

会
議
の
開
催

　

◇
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支
援

　
　

事
業

（13）
制
度
の
狭
間
に
あ
る
生
活
課
題
の
対
応

　

◇
制
度
の
狭
間
の
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

　
　

事
業
の
企
画
・
検
討

　

◇
社
会
と
の
つ
な
が
り
応
援
事
業「
こ
ね
く
と
」

　

◇
同
行
支
援
事
業

　

◇
新
た
な
福
祉
課
題
に
対
応
す
る
活
動
の
企

　
　

画
・
検
討

　

◇
大
田
市
地
域
福
祉
推
進
支
援
機
関
代
表
者

　
　

会
議
へ
の
参
画

（14）
権
利
擁
護
の
取
組
み
の
充
実

　

◇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

　

◇
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
か
ら
成
年
後
見

　
　

制
度
へ
の
移
行
連
携

　

◇
法
人
後
見
事
業

　

◇
大
田
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

◇
大
田
市
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
権
利

　
　

擁
護
部
会
へ
の
参
画

（15）
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

　

◇
意
思
決
定
支
援
を
重
視
し
た
地
域
連
携

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
整
備

　

◇
中
核
機
関
へ
の
参
画

（16）
相
談
し
や
す
い
窓
口
の
充
実
と
効
果
的
な
情

　

報
発
信

　

◇
社
協
だ
よ
り
の
発
行

　

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
活
動
紹
介
・
情
報

　
　

提
供

　

◇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
の
発
信

　

◇
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
広
報
媒
体
の
活
用

（17）
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
の
充
実

　

◇
子
育
て
支
援
団
体
連
絡
会
へ
の
支
援

　

◇
大
田
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
へ

　
　

の
参
画

　

◇
大
田
市
保
健
対
策
推
進
協
議
会
母
子
保
健

　
　

専
門
部
会
へ
の
参
画

　

◇
大
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
会
議

　
　

へ
の
参
画

　

◇
大
田
市
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会

　
　

へ
の
参
画

（18）
障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

　

せ
る
社
会
の
実
現

　

◇
障
が
い
者
社
会
参
加
促
進
事
業

　

◇
点
字
・
声
の
広
報
の
発
行

　

◇
福
祉
機
器
の
貸
し
出
し

　

◇
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　
　

連
絡
会
議
へ
の
参
画 

　

◇
大
田
市
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
へ
の

　
　

参
画

　

◇
大
田
・
邑
智
地
域
生
活
支
援
会
議
へ
の
参
画

（19）
健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
の
推
進
、
認
知
症

　

対
策

　

◇
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

　
　

ル
開
催
支
援

　

◇
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
調
整

　

◇
大
田
圏
域
健
康
長
寿
し
ま
ね
推
進
会
議
へ

　
　

の
参
画

　

◇
大
田
市
生
涯
現
役
・
い
ぶ
し
銀
が
支
え
る

　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
へ
の
参
画

（20）
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
自
立
に
向
け
た
生
活
支

　

援
の
充
実

　

◇
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お
お
だ
（
生
活

　
　

困
窮
者
相
談
窓
口
）

　

◇
自
立
相
談
支
援
事
業

　

◇
家
計
改
善
支
援
事
業

　

◇
就
労
準
備
支
援
事
業

　

◇
一
時
生
活
支
援
事
業

　

◇
地
域
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
等
の
た
め
の

　
　

共
助
の
基
盤
づ
く
り
事
業 

　

◇
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
の
充
実
に
よ
る
自
立
相

　
　

談
支
援
機
能
強
化
事
業 

　

◇
資
金
貸
付
事
業

　

◇
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
（
食
品
ロ
ス
対
策
と

　
　

食
糧
支
援
）

　

◇
学
生
服
等
活
用
事
業

　

◇
大
田
地
域
生
活
保
護
受
給
者
等
就
労
自
立

　
　

促
進
事
業
協
議
会
へ
の
参
画

（21）
再
犯
防
止
施
策
の
推
進
（
地
方
再
犯
防
止
推

　

進
計
画
）

　

◇
関
係
機
関
と
連
携
し
た
更
生
支
援 

（22）
社
会
的
取
組
み
に
よ
る
自
死
対
策
の
推
進

　

◇
大
田
市
保
健
対
策
推
進
協
議
会
自
死
対
策

　
　

専
門
部
会
へ
の
参
画

　

◇
大
田
圏
域
精
神
保
健
医
療
福
祉
連
絡
協
議

　
　

会
並
び
に
自
死
総
合
対
策
連
絡
会
へ
の
参
画

（23）
住
宅
・
生
活
環
境
の
整
備

　

◇
物
品
貸
出
事
業

　

◇
住
居
確
保
要
配
慮
者
の
居
住
支
援

　

◇
ゴ
ミ
出
し
支
援

　

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
等
生
活
サ

　
　

ポ
ー
ト
事
業　

新

　

◇
大
田
市
空
家
等
対
策
協
議
会
へ
の
参
画

（24）
移
動
手
段
の
確
保

　

◇
生
活
支
援
に
関
す
る
地
域
活
動
助
成
事
業

　

◇
大
田
市
公
共
交
通
対
策
協
議
会
へ
の
参
画

（25）
防
災
・
防
犯
体
制
の
充
実 

　

◇
災
害
支
援
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　

◇
防
災
・
減
災
推
進
事
業（
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

の
開
催
・
防
災
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催
等
）

　

◇
し
ま
ね
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
　

ク
へ
の
職
員
の
登
録
及
び
派
遣

　

◇
島
根
県
・
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
災
害

　
　

時
支
援
協
定
に
基
づ
く
被
災
者
支
援
活
動

　

◇
災
害
訓
練
等
へ
の
協
力

　

◇
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
マ
ニ
ュ

　
　

ア
ル
の
整
備

　

◇
島
根
県
西
部
地
震
復
興
支
援
活
動
推
進
事
業

【
福
祉
団
体
等
事
務
局
の
受
託
】

　

◇
大
田
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

　

◇
大
田
市
障
が
い
者
関
係
団
体
連
絡
協
議
会

　

◇
大
田
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　

◇
日
本
赤
十
字
社
島
根
県
支
部
大
田
市
地
区

　

◇
島
根
県
共
同
募
金
会
大
田
市
共
同
募
金
委

　
　

員
会

令和４年度 資金収支予算
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会費収入 10,300

寄付金収入 5,000

共同募金
配分金
7,078

県社協受託金
12,354

貸付事業収入
1,134 

その他の収入 340

積立預金取崩収入 3,600 前期末支払資金残高 3,763

負担金収入 1,080

事業収入 3,104

県社協
補助金

43
大田市受託金

95,010

大田市補助金
31,999

・・・・
・・・・

・・・
・・・・

・・・・
・・・

・・・・
・・・・

・・・
・・・・

・・・・
・・・

・・・・
・・・・

・・・
・・・・

・・・・
・・・

・・・・
・・・・

・・・
・・・・

・・・・
・・・貸付事業費

支出 2,585

積立預金積立支出 5,000

その他の活動による支出 6,973 予備費 753

負担金支出 493

役員報酬・人件費支出
105,600

事業費支出
20,567

事務費支出
10,594

助成金支出
22,240

支　出　 174,805千円
（単位：千円）

収　入　 174,805千円
（単位：千円）



継続して毎月の収入が
減少している世帯

単　　身：月１５万円以内
２人以上：月２０万円以内

※貸付期間：３ヶ月以内

（４）社協だより 第99号 2022.4

新型コロナウイルス感染症の影響により、休業・失業等で
生活資金でお困りの皆さまへの特例貸付について

問合わせ先 生活サポートセンターおおだ（社会福祉協議会内）
　０８５４－８２－０８２０

総 合 支 援 資 金
一時的な資金が必要な世帯

（休業・収入が減少している世帯）

・住民票（世帯全員が記載されているもので原本）
・本人確認できるもの（運転免許証、健康保険証等）
・申込される方名義の預金通帳またはキャッシュカード

〇申込期限：令和４年６月３０日（木）

〇ご相談等でお越しになる場合は、事前に電話連絡をお願いします。

 　
２０万円以内

緊 急 小 口 資 金資金の種類

据 置 期 間
償 還 期 間 １０年以内２年以内

令和５年１２月まで

対 象 者

貸 付 金 額

持参して
いただくもの

■無料です（買い物などのお金は後で払ってください）
■届けてほしい日の前の日１６：００までに相談してください
■土曜日、日曜日、休みの日は相談とお手伝いはできません
■わからないことは相談してください
■相談は０８５４－８２－００９１へ電話してください

①買い物して家まで届けます
②薬局へ薬をもらいに行きます

お手伝い
できること

大
田
市

社
会
福
祉
協
議
会

ロ
ー
ソ
ン

島
根
大
田
町
店
さ
ん

①相談・注文 ②発注

④配達 ③納品

お
困
り
の
方

コロナで困ったら相談してください
こま そうだん

【新型コロナウイルス感染者等生活サポート事業】 コロナ対策！

「買い物」「薬の受取り」をお手伝いします。
主なサポート例：買い物

か もの くすり うけ と つだて

むりょう か もの かね あと はら

とど ひ まえ ひ そうだん

ど よう び にちよう び てやす つだひ そうだん

そうだん

そうだん でん わ

て つだ か もの いえ とど

やっきょく くすり い

買い物できるものは
決まっています→

ものか

き



（５）社協だより 第99号 2022.4

 「気軽に出かける場がほしい」「誰かと話がしたい」「いろいろな体験をしてみたい」
など…
 『こねくと』は、参加される方にとっての居場所づくりや社会関係づくりなどをめざ
した“どなたでも”参加できる場です。

社会とのつながり応援事業

　　　　　　　　　　　　　　　活動の趣旨・目的にご理解をいただき、参加者の
方々 とともに時間を過ごし、コミュニケーションやプログラムに一緒に取組んでいただ
ける方。ご関心のある方、まずは一度お問合せください！

『こねくとサポーター』とは『こねくとサポーター』とは

※「こねくと」への参加のしかたはさまざまです。
参加時間、頻度、プログラム内容など、ご自身に合わせた参加のしかたを職員が一緒に考えます。

『こねくとサポーター』
「こねくと」の活動を一緒に応援してくださる
『こねくとサポーター』を募集しています！

●お茶やコーヒーを飲みながらお話したり…
●ゲームをして遊んだり…
●創作活動をしたり…
●ちょっと体を動かす運動をしたり…
●料理教室やお菓子作り教室…

●ボランティア活動をしたり…
●お散歩をしてリフレッシュ…
●その他「やりたいこと」
　　　「やってみたいこと」　

　　　　　　　　　　　などなど

　何気ない会話をしたり、様々なプログラムを通じた体験や交流などを行いながら、
社会とつながり、日々の暮らしの中に楽しみや役割を感じられることを応援する参加
の場としての取組みです。

どなたでも参加OK！

参加費はいりません！

開催日：毎週金曜10：00～11：00（祝日除く）
　　　　　　 　　　　　　　　　※相談はいつでもお受けしています。

場　 所：大田市民センター１ 階機能訓練室

こんなことをやってます（例えば…）



社協だより 第99号 2022.4 社協だより 第99号 2022.4（７） （６）
お知らせ催し

募集情報局情報局情報局
　令和4年3月5日（土）6日（日）の2日間にわたり、「福祉展 -作品展示会-」を開催いたしまし
た。今回はコロナ禍により、フリーマーケット等の販売関係は中止とし、作品展示のみの開催
でした。
　準備を進めながら、皆様の作品を拝見させていただきますと、様々な個性があり、楽しみな
がら制作されている姿が目に浮かび、力をいただくように思います。
　本会の会員と何より福祉施設の皆様に沢山ご出品いただき、お蔭様で賑やかに迎えることが
できましたこと御礼申し上げます。ご協力ありがとうございました。

大田市シニアクラブ連合会

〝 〝ずっと つながる

〝 ホッと つたわる〝

〒694-0064 大田市大田町大田イ128番地
　　　　　ＴＥＬ０８５４－８４－０２６６
　　　　　ＦＡＸ０８５４－８２－９９６０
月曜日・木曜日 8：30～17：00（祝日休）

友
愛
奉仕 健

康（事務局）

※コロナ禍により、表彰式は中止となりましたが、
　事務局が受取り、久利町寿会会長  福田幸司氏
　に伝達いたしました。

　このたび、「久利町 寿会」が日頃の意欲的な活動を評価され、
県老連ならびに全老連より表彰されました。
　久利町寿会の皆様には、積重ねてこられた活動と、地域を元気にしたい！と
いう思いが評価され表彰されましたこと、お慶び申し上げます。
　今後も、コロナ禍に負けず、益々のご活躍を期待いたします。

じゃが芋 ‥‥‥‥
片栗粉 ‥‥‥‥‥ 
プロセスチーズ ‥
バター ‥‥‥‥‥‥ 
砂糖 ‥‥‥‥‥‥‥ 
しょうゆ ‥‥‥‥‥

70ｇ
8ｇ
15ｇ
5ｇ
5ｇ
3cc

じゃが芋のかわをむき、７～８㎜の厚さ
に切って串がスッと通るくらいにゆでる。

②に分量の片栗粉を加えて混ぜる。

取っておいたゆで汁で硬さを調節し、
切り分けたチーズを中心に入れて丸餅
のようにまとめる。
フライパンにバターを敷いて、中火で
両面をこんがり焼き、砂糖じょうゆを
つける。

ゆで汁を取って置き、じゃが芋をつぶす。
材料

ポテト餅

（1人分190kcal）
■
■

■

■
■

○島根県老人クラブ連合会【活動賞大賞】
○全国老人クラブ連合会　【活動賞】

久利町寿会

かんたんレシピ

作り方

おうち時間を
　楽しもう！！



　
○
香
典
返
し
寄
付

大
田　

田
原　

三
義　

加
藤　

勝
広

　
　
　

武
田　

文
徳　

松
本　

早
苗

　
　
　

松
本　

寿
章　

川
上　

政
信

　
　
　

奈
義
良
昌
巳　

吉
田　

文
雄

　
　
　

泉
川　

の
び　

月
森　

祐
司

　
　
　

山
中　

容
子　

竹
下　

健
治

　
　
　

福
田　

敏
之　

吉
田　

令
子

　
　
　

神
門　
　

奨

川
合　

品
川　

栄
子

池
田　

藤
原　

眞
章

志
学　

和
田　

明
信

富
山　

竹
下　
　

明

波
根　

迫
田　

大
輔

久
手　

下
谷　

勝
実　

三
谷　

定
子

　
　
　

和
田　

宏
司　

竹
下　
　

昇

鳥
井　

安
藤　

浩
之　

宮
脇　

博
之

　
　
　

田
邊　

秀
己　

小
谷　

節
夫

　
　
　

古
谷　

昭
博

長
久　

田
中　
　

敏

静
間　

中
島　

卓
三　

縄
江　

治
夫

　
　
　

川
上　
　

隆　

山
内　
　

実

　
　
　

月
森　

博
基

五
十
猛　

幸
田　
　

誠

久
利　

松
浦　
　

満　

佐
々
木
謙
二

　
　
　

坂
根　

友
磨

大
森　

川
上　

卓
徳

水
上　

吉
川　
　

靖

祖
式　

谷
口　
　

進

仁
摩　

水
上　

敏
文　

橋
坂　

照
彦

　
　
　

濱
邊　

清
美　

井
戸　
　

学

　
　
　

安
藤　
　

隆　

髙
野　
　

功

　
温
泉
津　

友
村　

和
雄　

松
村　

和
子

　
　
　

石
井　

久
子　

坂
根　

博
人

　
　
　

寺
本　

功
子

仁
多
郡　

堀
谷　

典
子

京
都
府　

河
上　

隆
志

兵
庫
県　

尾
堂
千
香
子

○
一
般
寄
付
に
つ
い
て

久
手　

西
村　

俊
二

　　
○
食
品
・
学
生
服
等
の
寄
贈

大
田　

尾
田　

洋
子

久
手　

居
酒
屋
の
ど
く
ろ

温
泉
津　

安
楽
寺　

恵
珖
寺

雲
南
市　

本
田
商
店

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女
性
部

島
根
原
子
力
規
制
事
務
所

　

他
多
数
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大田市社会福祉協議会は福祉活動を中心に活動していますが、人権に関する内容も多くあります。「石見銀山遺跡と
その文化的景観」を世界遺産に登録したユネスコは「人類の平和と人権の尊重」をめざしています。

（８）社協だより 第99号 2022.4

　
　
　
　
　

新
年
度
を
迎
え
、
進
学
、
就
職

　
　
　
　

等
に
よ
り
様
々
な
出
会
い
が
あ
る

　
　
　
　

時
期
で
す
。

　
　
　
　
　

私
は
長
年
勤
め
た
前
職
場
を
退

　
　
　
　

職
、
昨
年
４
月
よ
り
大
田
市
社
協

　
　
　
　

に
就
職
し
、
六
十
の
手
習
い
で
自

分
な
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
私
が
担
当
し

て
い
る
主
な
仕
事
は
、
成
年
後
見
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
高
齢
や
障
が
い
に
よ
り
判
断

能
力
が
低
下
し
て
い
る
方
に
代
わ
っ
て
、
金

銭
の
管
理
や
代
理
で
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

を
主
な
業
務
と
す
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
は
２
年
に
一
度
の
市
民
後
見
人
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
幅
広
い
方
々
に
受

講
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
時
に
は
、
大
雨
に

よ
り
裏
山
の
崩
れ
た
土
砂
の
撤
去
作
業
に

も
行
き
ま
し
た
。
地
元
の
民
生
委
員
さ
ん
と

一
緒
に
い
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。
等
々
、
私

に
と
っ
て
は
、
毎
日
が
出
会
い
の
繰
り
返
し

で
す
。
こ
の
出
会
い
を
大
切
に
日
々
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

（
Ｙ
・
Ｍ
）

　令和 3年 6月19日より始まった第 6期の市民後見人養成

講座は、9回の講座や出雲成年後見センターの事例検討会の

見学等を終え、令和 4年 1月15日、受講者17名の方全員が

修了されました。

　弁護士・司法書士・行政書士・社会福祉士等の成年後見

の経験豊富な講師陣より、関係する法律や具体的な後見

事務の事例を交えながら学ばれました。

　 4月には大田市市民後見人人材バンクへの登録を経て、

適時市民後見人として家庭裁判所へ推薦をさせていただき、

被後見人等の支援をしていただくこととなります。

　平成25年 8月、県内第一号の市民後見人が大田市で誕生

し、それ以降今年度までに36件の市民後見人の選任が家庭

裁判所よりありました。市内には親族が高齢であったり

遠方に住んでおられるため、第3者に後見を依頼される後見

申立の事例が増加していることから、今後も市民後見人が

益々必要となります。

　今後も2年に一度市民後見人養成講座を開催しますので、

ぜひその際は多くの市民の皆様の受講をお待ちしております。

編集後記編集後記編集後記
第６期市民後見人養成講座終了

大
田
市
の
地
域
福
祉
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
社
会
福
祉
法
人
へ
の
寄
付
は
、
個
人
は
所
得
税
法
ま
た
は
租
税
特
別

　
措
置
法
寄
附
金
控
除
、法
人
は
法
人
税
法
上
の
損
金
算
入
が
出
来
ま
す

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
令
和
４
年
２
月
～
令
和
４
年
３
月
受
付
分
順
不
同
・
敬
称
略
）

以
上
、
１
、５
８
４
、８
５
０
円
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
古
切
手
、

プ
ル
タ
ブ
も
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
大
田
市
役
所
設
置
義
援
金
箱

本
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
日
本

赤
十
字
社
を
通
し
て
被
災
地
に
送
ら
れ
ま
す
。

令
和
４
年
３
月
受
付
分

義
援
金
へ
の
ご
協
力

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

義
援
金
へ
の
ご
協
力

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
３
年
８
月
大
雨
災
害
義
援
金


